
設定
画面データ、またはV9本体の［E-Mail設定］で行います。

【お役立ち情報】
V9シリーズ E-Mail送信 簡単設定＆セキュリティ強化

第146号（2021年10月号）

1. 簡単設定 ＜送信メールサーバ指定 対応＞

E-Mail送信には、送信メールサーバのIPアドレスが必要

送信メールサーバの入れ替え時、IPアドレスが変更になってもV9側の設定は変更不要です。

*1 V9本体の［ローカル画面］→［LAN設定］→［オプション］の［DNS設定］が必要です。

V9本体
［ローカル画面］→［E-Mail設定］→［接続設定］

V-SFT-6
［システム設定］→［Ethernet通信］→［E-Mail］

Before

サーバ名はわかるけど
IPアドレスがわからない・・・
設定できない

After 送信メールサーバ名の指定に対応しました。*1 IPアドレスがわからなくてもE-Mail送信できます。

送信サーバ

LAN
Smtp.xxxx.com
IP 不明

LAN
Smtp.xxxx.com
IP 〇〇.△△.□□.100

Smtp.xxxx.com
IP 〇〇.△△.□□.120変更なし

送信サーバ

入れ替え
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【連絡先】

モニタッチコールセンター

TEL ： 0120-128-220
FAX ： 076-274-5208
URL ： http://www.hakko-elec.co.jp

2. セキュリティ強化 ＜暗号方式：STARTTLS 対応＞

暗号方式「STARTTLS」に対応しました。
対応サーバを使用することで、
悪質なハッキングから情報を守ることができます。

対応メールサーバ
• Microsoft365（Office365）の smtp.outlook.com または smtp.office365.com
• Gmailの smtp.gmail.com *2

設定
画面データ、またはV9本体の［E-Mail設定］で行います。

*2 Gmailの場合、Googleのセキュリティ設定で２段階パスワードの設定が必要です。詳しくは『V9リファレンスマニュアル2』を参照してください。

V9本体
［ローカル画面］→［E-Mail設定］→［接続設定］

V-SFT-6
［システム設定］→［Ethernet通信］→［E-Mail］

E-Mail設定の暗号方式に「STARTTLS」がなく、
STARTTLSのセキュリティが使用できない。

Before

STARTTLSで
セキュリティ強化したい

After

送信サーバ 受信サーバ
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